
　

1
月
22
日
参
加
者
36
名
に
て
山
辺

発
。
挨
拶
の
後
は
恒
例
の
車
内
研
修
。

事
務
局
作
成
の
資
料
で
市
、
地
区
の

人
口
、
高
齢
化
率
、
福
祉
施
策
、
当

社
協
活
動
の
概
要
等
の
共
通
認
識
化

を
図
る
。

　

防
災
テ
ー
マ
に
入
り
、
市
社
協
中

西
指
導
員
に
10
月
水
害
で
の
足
利
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
市

社
協
内
に
設
置
し
活
動
し
て
き
て
い

る
実
状
に
つ
い
て
お
話
し
頂
く
。
県

内
へ
は
全
国
か
ら
多
数
の
ボ
ラ
が
見

え
、
足
利
市
へ
も
北
海
道
、
沖
縄
等

か
ら
延
べ
一
八
〇
〇
名
来
援
、
二
四

〇
程
の
現
場
で
活
動
頂
い
た
由
。

　

山
辺
で
は
朝
倉
1
丁
目
で
の
被
害

が
大
き
く
、
実
際
の
支
援
を
指
揮
し

た
松
本
会
長
か
ら
そ
の
実
態
の
紹
介

を
頂
く
。
又
栗
原
氏
か
ら
も
議
員
と

し
て
の
支
援
活
動
の
報
告
。
災
害
が

身
近
な
問
題
だ
っ
た
だ
け
に
車
内
で

の
Q
&
A
が
活
発
で
あ
っ
た
。

　

更
に
、
被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ビ
デ
オ
「
人
の
命
を
繋
ぐ
の
は
人

と
人
と
の
絆
」
を
17
分
視
聴
、
中
身

の
濃
い
車
内
研
修
と
な
っ
た
。

　

程
な
く
し
て
そ
な
エ
リ
ア
東
京

　
「
防
災
」
テ
ー
マ
が
多
か
っ
た
本
年

の
当
社
協
事
業
、
地
区
外
研
修
も
「
災

害
時
に
生
き
残
れ
る
体
験
学
習
」
を

行
え
る
当
施
設
の
訪
問
と
し
た
。

　

こ
こ
は
有
明
に
あ
る
東
京
臨
海
広

域
防
災
公
園
の
中
に
あ
る
。
こ
の
13

　

約
4
万
坪
も
あ
る
公
園
は
、
首
都

圏
で
大
規
模
な
地
震
災
害
等
が
発
生

し
た
時
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
緊

急
災
害
現
地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

公
園
全
体
が
広
域
的
な
指
令
機
能
を

受
け
持
つ
場
所
と
な
る
由
。

着
。
ガ
イ
ド
は
佐
野
吉
水
出
身
の
シ

ニ
ア
女
性
。
災
害
現
場
か
ら
の
脱
出

コ
ー
ス
へ
。
再
現
現
場
の
中
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
指
示
・
選
択
で
何
と
か
避

難
場
所
ま
で
辿
り
着
く
。
そ
の
過
程

で
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
仕
組
み
。

　

避
難
障
害
、
避
難
所
実
態
、
そ
こ

で
の
発
生
問
題
、
等
が
網
羅
さ
れ
用

具
用
品
も
多
数
展
示
さ
れ
て
お
り
勉

強
に
な
る
。
特
に
災
害
時
の
近
助
・

共
助
で
、
人
力
が
及
ば
ぬ
際
の
強
力

な
助
っ
人
に
な
り
そ
う
な
小
型
ジ
ャ

ッ
キ
が
2
種
。
各
種
便
利
グ
ッ
ズ
の

購
入
所
を
聞
い
た
ら
、
ハ
ン
ズ
か
通

販
で
と
の
事
。

　

三
階
の
覗
き
窓
か
ら
「
大
震
災
現

地
対
策
本
部
室
」
の
全
容
を
俯
瞰
し

た
が
、
そ
の
無
人
の
ス
ペ
ー
ス
と
情

報
処
理
機
器
設
備
の
壮
大
さ
に
一
種

異
様
感
を
覚
え
た
。
ま
だ
一
度
も
使

わ
れ
て
い
な
い
と
の
事
。

　

記
念
撮
影
後
、
築
地
玉
寿
司
へ
。

名
物
鮨
を
堪
能
後
は
自
由
時
間
、
そ

れ
ぞ
れ
周
辺
観
光
と
場
外
市
場
で
の

お
買
い
物
を
し
帰
路
と
な
っ
た
。

府
将
軍
と
な
っ
た
河
内
源
氏
の
棟
梁

で
あ
る
源
頼
義
が
、
東
国
の
拠
点
と

し
て
築
き
得
た
鎌
倉
に
戦
勝
祈
願
の

為
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
の

が1063

、
当
時
奥
州
征
伐
の
前
線
兵

站
基
地
と
し
て
の
足
利
は
、
古
墳
時

代
以
前
か
ら
開
け
て
い
た
土
地
と
は

い
え
河
内
源
氏
に
と
っ
て
は
新
期
の

開
拓
地
で
あ
っ
た
ろ
う
。
拠
点
鎌
倉
よ

り
先
に
前
線
基
地
足
利
に
八
幡
宮
勧

請
は
な
い
だ
ろ
う
。」
と
。
更
に
、
八

幡
宮
創
建
を1091

と
す
る
明
治
初
期

の
舘
林
県
庁
へ
の
八
幡
宮
か
ら
の
上

申
書
の
史
料
も
示
し
て
く
れ
た
。

　
「
創
建
」
と
い
う
事
業
に
は
儀
式

荘
厳
が
伴
う
だ
け
に
、
時
代
が
下
る

こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
さ
て
こ
れ
は

如
何
に
?

　

前
号
で
八
幡
宮
の
起
源
（1056

）

が
記
さ
れ
て
い
る
延
文
記
録
に
つ
い

て
記
載
し
た
。
こ
の
延
文
記
録
は
、

八
幡
宮
に
現
存
す
る
遺
産
の
文
字
史

料
と
し
て
は
最
古
の
物
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
但
し
こ
の
記
録
も
前

九
年
の
役
の
三
百
年
後
の
作
だ
け
に

「
創
建
の
年
」
は
伝
承
の
域
か
も
知

れ
な
い
。

　

歴
史
家
で
八
幡
宮
総
代
長
の
臼
井

氏
に
よ
れ
ば
、「
奥
州
征
伐
の
鎮
守

　

本
年
度
の
足
利
市
民
福
祉
大
会
が

11
月
10
日
、
市
と
市
社
協
等
7
つ
の

福
祉
団
体
の
主
催
、
自
治
連
等
10
団

体
の
後
援
で
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

本
市
で
は
平
成
11
年
に
福
祉
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相

互
の
信
頼
と
連
帯
を
基
本
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
て
、
共
に
理
解

し
あ
い
支
え
あ
え
る
福
祉
社
会
実
現

の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
を
こ

こ
に
確
認
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
と
心
身
の
「
健
幸
」
づ
く
り
に

努
め
る
本
年
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
、

功
労
者
表
彰
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
地
区
と
し
て
は
地
域
福
祉
功
労

で
市
長
表
彰
1
名
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
2
名
が
受
賞
し
た
。

足
利
市
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　

町
田
照
子
さ
ん（
八
幡
町
）

　

当
地
区
の
高

齢
者
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
活
動
の

魁
を
成
し
事
例

発
表
活
動
も
豊

富
。
現
在
も
運
営
代
表
者
と
し
て
活

躍
中
。
又
、
施
設
訪
問
の
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
躍
中
。

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　

三
田
忠
良
さ
ん（
堀
込
町
）

　

自
治
会
長
理

事
と
し
て
当
会

に
参
画
以
来
そ

の
卓
越
し
た
見

識
に
て
運
営
に

寄
与
、
過
日
の
当
会
主
催
講
演
会
も

委
員
長
と
し
て
活
動
、
盛
況
裡
に
導

い
た
。
今
後
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
る
。

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　

柴
崎
満
子
さ
ん（
八
幡
町
）

　

嘗
て
民
生
委

員
の
時
か
ら
地

区
社
協
理
事
と

し
て
参
画
、
各

種
委
員
会
活

動
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
給

食
委
員
等
多
岐
に
亘
り
当
会
活
動
に

貢
献
、
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
。

　

大
会
の
始
め
は
宣
言
文
に
あ
る「
健

幸
」
づ
く
り
の
P
R
も
含
め
会
場
全

体
で
の
元
気
ア
ッ
プ
体
操
。
今
年
度

新
登
録
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
達
が
舞
台

に
出
て
会
場
を
リ
ー
ド
し
和
や
か
な

雰
囲
気
を
造
る
。

　

第
2
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
足

利
少
年
少
女
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
、
会
場
は
高
齢
者
方
だ
け
で

な
く
若
々
し
い
マ
マ
達
や
子
供
た
ち

が
集
ま
り
、
福
祉
活
動
の
対
象
層
の

広
が
り
を
感
じ
た
。

・
3
月
1
日
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
　

・
3
月
6
日
子
育
て
サ
ロ
ン

・
3
月
18
日
老
人
給
食
お
届
け

・
3
月
19
第
3
回
理
事
会

を
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

各
町
内
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
町

内
毎
の
判
断
と
致
し
ま
し
た
。

　
年
度
末
の
定
例
業
務
と
新
年
度

準
備
事
項
等
は
、
最
小
範
囲
の
関

係
者
打
ち
合
わ
せ
と
文
書
配
布
に

て
、滞
り
が
無
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
先
行
き
不
明
で
す
が
、
予
定
立

ち
次
第
広
報
し
て
参
り
ま
す
。

　
閉
鎖
的
環
境
下
は
出
来
る
だ
け

避
け
、
手
洗
い
、
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
を
心
掛
け
、
感
染
予
防
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
3/6
記
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
予
防
措
置
と
し
て

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
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X
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X
X
X
X
X
X
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X
X
X
X
X
X
X
X
X

福
祉
大
会
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
健
幸
で

福
祉
大
会
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
健
幸
で

今
年
も
地
域
福
祉
功
労
賞
を
３
名
受
賞

第
24
回

そ
な
エ
リ
ア
東
京（
首
都
圏
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）訪
問

そ
な
エ
リ
ア
東
京（
首
都
圏
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）訪
問

そ
な
エ
リ
ア
東
京（
首
都
圏
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）訪
問

そ
な
エ
リ
ア
東
京（
首
都
圏
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
）訪
問

「
延
文
記
録
そ
の
2
」

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

緊
張
し
た
災
害
現
場
か
ら
の
脱
出
体
験

地
外
研
修

ha
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すなおな心（はい）
奉仕の心（私がします）

反省の心（すみません）
感謝の心（ありがとう）

謙虚な心（おかげさま）
山辺地区日常五心 正面玄関前で参加者一同

そ
の
六

第19回
山
辺
の
文
化
遺
産
に

寄
せ
て

山
辺
の
文
化
遺
産
に

寄
せ
て

山
辺
賢
人
子

山
辺
賢
人
子

な
助
っ
人
に
な
り
そ
う
な
小
型
ジ
ャ

ッ
キ
が
2
種
。
各
種
便
利
グ
ッ
ズ
の

お
買
い
物
を
し
帰
路
と
な
っ
た
。

府
将
軍
と
な
っ
た
河
内
源
氏
の
棟
梁

府
将
軍
と
な
っ
た
河
内
源
氏
の
棟
梁
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あ
る
源
頼
義
が
、
東
国
の
拠
点
と

し
て
築
き
得
た
鎌
倉
に
戦
勝
祈
願
の

為
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
の h
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h
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